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研究目的 
近年、我が国では自動車の車体材料には高強度化と軽量化の観点から、高張力鋼（ハイテン材）が用いられることが

多くなっている。 

また、鋳鉄製鋳物の溶解原材料として生産量の約 40%を鋼スクラップ（リサイクル材）に依存している。そのため、今

後、溶解原材料としてリサイクルハイテン材が多用されると考えられる。 

ハイテン材はMnを２％前後添加しているので、リサイクルハイテン材を用いて溶解した球状黒鉛鋳鉄は、Mn含有量が

１％以上となり、パーライト量が増加し、そのため伸びが低下し、JIS 規格 FCD450（引張強さ 450MPa 以上、伸び 10％以

上）を満たさなくなる可能性がある。 

 高 Mn 組成のまま伸びが良好な球状黒鉛鋳鉄が求められているが、その製造プロセスとして球状化剤および接種剤を

添加して、基地組織を制御して、フェライト組織にすることが有効である。 

 本研究では、環境整合型鋳鉄材料（高延性鋳鉄材料）の溶解原材料として用いるハイテン材のリサイクル有効性を確

かめるために、各種球状化剤および接種剤を使用して溶湯処理を行った鋳鉄の組織と機械的性質を調べ、リサイクルハ

イテン材を有効利用するための溶湯処理方法を確立することを目的とする。 
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実験内容と研究成果 
試料は、目標組成を 3.6mass% C (以下 mass 省略)、2.5%S、0.9%Mn、0.02%P、0.02%S とし、1 回の溶解量を

7,000g とし 3kHz50kW 高周波誘導炉により銑鉄、リサイクルハイテン材、Fe-Si、Fe-Mn、Fe-P、Fe-S を用いて

溶解した。 溶湯を 1500℃まで 昇温後、1480℃で表 1 に示す球状化剤を用いて、サンドイッチ法にて球化処理

を行った後、表２に示す接種剤を用いてSi量で 0.3％接種を行った。また場合によっては、注湯時に表３に示す接

種剤を用いて 0.05%の 2次接種を行った。1400℃で、発光分光分析用金型、引張試験用シェル型に注湯した。 

 
表 1 球状化剤の化学組成(mass%)        表 2 接種剤の化学組成(mass%) 

 Si Ca Mg La Fe 

M 系 45.35 0.16 6.5  Bal 

La 系 45.34 1.56 6.72 0.78 Bal 

 

表 3 2 次接種剤の化学組成(mass%) 

 Si Ca Ba Al Fe 
2 次接種剤 69.29 1.33 0.94 1.71 Bal 

  

M 系球状化剤と各接種剤を組み合わせた試料の引張強さを図 1 に示す。伸びの結果を図 2 に示す。どの接種剤を

用いても引張強さは 450MPa以上である。 

伸び 10％以上の値を示した単独接種剤は Ca-Si-Ba剤、Ca-Si-Ba-Al剤、Fe-Si-Zr剤、Fe-Si-Bi剤であった。 

Fe-Si 剤や Fe-Si-Sr 剤を接種した試料は、2 次接種無しでは、伸びが 10％未満であるが、2 次接種を行うと伸びが

10％を超える結果となった。 

どの接種剤においても 2 次接種を行った場合、引張強さは減少し、伸びが増加した。このことより 2 次接種を行うと

黒鉛粒数が増加し、フェライト面積率も増加したことで、引張強さは減少するが、伸びは増加すると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

図１ 引張強さ                         図２ 伸び 

 

リサイクルハイテン材を用いた球状黒鉛鋳鉄の材質に及ぼす溶湯処理剤の影響を調べた結果、次の結論を得た。 

1)伸び 10％以上の値を示した単独接種剤は Ca-Si-Ba剤、Ca-Si-Ba-Al剤、Fe-Si-Zr剤、Fe-Si-Bi剤であった。 

2)伸びが 10％未満である試料でも 2次接種を行うと 10％以上の値となり、目標を達成できた。 
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